日本史授業プリント（38期）古代１６　摂関政治と東アジア
東アジア世界の変動
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  唐の衰退・滅亡[907]→五代十国の分裂→宋　( 北宋)の統一[960]  

　　☆東アジア世界に影響

　　　新羅[～934]から 高麗　　[][918～]へ

      渤海[～926]から 遼　[916～]へ　さらに eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょしんじん),女真人)の台頭

※日本…894．遣唐使の廃止←菅原道真の建議     

    以降約500年間、中国との正式な国交はなし  

    ただし、私貿易(商船の往来)は継続・活発    

　　　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょうねん),奝然)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうじん),成尋)ら僧侶も宋へ
摂関政治と道長の栄華

　☆ 摂関政治の構造

　　　外戚政策→摂政(天皇幼少)・関白(成人後)などに就任→天皇権威を共有( 人事権など)

　　　　→高位・高官の独占→高い俸給・荘園の拡大

　　　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まんどころ),政所)(私的家政機関)で事務処理などを行う　ex．政所 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くだしぶみ),下文)による命令

　☆北家内部の争い　…摂関や eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うじのちょうじゃ),氏長者)(一族の統率)の地位、殿下渡領(所領)をめぐって

　　　ex． eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もろすけ),師輔)(九条流)と実頼(小野宮流)
      　　兼通(兄)と兼家(弟)、道隆(兄)と道兼(弟)、道長(叔父)と eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(これちか),伊周)(甥)
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≪藤原道長　　≫　兼家の子  「太閤」「御堂関白」と呼ばれる　→｢ 御堂関白記｣(道長の日記)
　　　　　　　　　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうじょうじ),法成寺)を造営[1020]
   一条天皇の 内覧(天皇に上奏する書類を内見…実質的には関白)                  

   ３人の娘を 一条・三条・後一条天皇の皇后(中宮)に→後一条・後朱雀・後冷泉天皇の外祖父
      ｢此の世をば我が世とぞ思ふ望月のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),虧)けたる事も無しと思へば｣(1018)
      　…『小右記　　　』(小野宮家 右大臣 藤原実資　　の日記)に  史料１２－３
      後一条天皇の摂政[1016]→子頼通に譲り、太政大臣[1017]に

≪藤原　頼通　≫　道長の子  “宇治殿(宇治関白)"と呼ばれる←平等院鳳凰堂を造営

      後一条の摂政、後一条・後朱雀・後冷泉の関白…約50年の執政

貴族の世界

  政治  内政…儀式(先例の正確な踏襲)と人事("EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じもく),除目)")のみ　→日記の重視

　　　　　　　年中行事の発達(約200種)　ex．神事(大祓、賀茂祭など)、仏事、七夕など

        外交…消極的  ex．刀伊の入寇　　　　　 [ 1019]にも無策
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                            　沿海州地方の EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょしんじん),女真人)(刀伊)が北九州を襲撃

                          →大宰権帥 藤原隆家(伊周の弟)の活躍で撃退

  生活  衣：男　衣冠(略式)・束帯(正式)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のうし),直衣)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かりぎぬ),狩衣)(平常服) 

　　　　　　女　女房装束　　　　(十二 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ひとえ),単衣))…EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(からぎぬ),唐衣)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(も),裳)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うちぎ),袿)などの重ね着

        食：比較的簡素  獣肉は食べない  油も使わない　１日２食

        住：寝殿造　　　…白木造・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひわだぶき),檜皮葺)　障子で仕切　板張りの床に畳や eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わろうざ),円座)を敷いて生活

　　　　　　　　　　　　　寝殿・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいのや),対屋)・釣殿・渡殿など　ex．東三条殿(邸)
  社会  成人：元服(男)・裳着(女)  12～16才くらい

        母方の縁の重視  ex．貴族の邸宅は娘に相続  結婚・養育は妻方の家で

  迷信  ex．陰陽道　　　…中国の陰陽五行思想の影響  天体現象・暦で日の吉凶を

            方違　　…凶の方角を避け、事前に吉の方向へ移動する

            物忌　　…穢れを避けて外出しない

※庶民の生活

  衣：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すいかん),水干)(庶民男性の日常服)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひたたれ),直垂)(武家の日常服)
  食：１日２食  農繁期には eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんずい),間食)　穀類の粥が常食  野菜・肉類・海草など(採集も重要)

  住：東国…竪穴住居も残る    都…板ぶき・土壁

日本史授業プリント（38期）古代１７　律令体制の崩壊と地方政治の転換
　☆１０世紀　　前半…延喜・天暦の治として理想視されたが、実際は、

　　　　　　　　　　　従来の律令体制が崩壊し、新しい体制( 王朝国家体制)に転換した時代
公地公民制の破綻
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　Ａ．戸籍・計帳による人民支配の破綻　←浮浪・逃亡・偽籍の深刻化
ex．902．阿波国戸籍…男59､女376

914．三善清行　　　意見封事十二箇条…地方の実情を醍醐天皇に報告　史料１１－３
　　　☆備中国下道郡 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にま),邇磨)郷の人口は、７世紀２万人→１０世紀０人？

Ｂ．農民の階層分離…｢富豪の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ともがら),輩)｣(有力農民や豪族)が、庸調の代納や私出挙を通じて
　　　　　　　　　　付近の農民を従属させ、広い田地（私営田）を占有

班田収授不可能( 902年が最後)→財政の破綻
解決策　９世紀：直営田の設置…国家経営の荘園(有力農民を利用)  財源確保　→不十分

      　　　　　　ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょくし),勅旨)田(８～９Ｃ：皇室)、公営田　　　(823.大宰府)、

官田　　(879.畿内に設置して中央の財源に)→諸司田(各省庁に割り当て)
  　　１０世紀：ａ．地方政治を国司に委任
一定額の税納入を請け負わせ、国内内政には原則不干渉
実務は、国衙で執務する役人＝在庁官人　　　　＝地方豪族が分担

国衙の重要化と郡衙の解体

　　　　　　　　ｂ．課税対象の転換…人頭税から土地　　課税へ　☆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふみょう),負名)体制(名体制)という。
  　　　　　　　　　　その田地を占有・耕作している有力農民に納税を請け負わせる（ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うけさく),請作)）

　　　　　　　　　　　　　　　　名　…徴税の単位　　　　田堵　　　大規模…大名田堵
　　　　　　　　　　☆名( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みょうでん),名田)ともいう)には、請負人＝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふみょう),負名)＝田堵の名をつけた。
                    ☆税も変更　　官物　　…租・庸・調・公出挙のかわり　主に米

　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時雑役　　　　…雑徭のかわり　労役負担

作業　下の戸籍(902年阿波国)を見て答えよ


　①この戸の人数は(　　　)人　　②うち男は(　　　)人　　③うち庸を負担するのは(　　　)人

国司制度の腐敗

  国司は徴税請負人的に→現地で過酷な収奪、地位の利権視、売位売官の横行

　　ex．成功　　…私財で朝廷の儀式・寺社の造営費用を負担し、代償として官職を得る

        重任　　…国司などに再任すること

        遙任　　国司の増加…現地に赴任しないで収入だけ得る

          →目代　　を派遣。現地の国庁を 留守所という

受領　　…実際に赴任した長官をいい、特に収奪が過酷で、強欲の象徴とされた
        　　　　　　　　　　　　　　ふつうは守　常陸･上野･上総は親王任国なので介をさす

            ex．信濃守 藤原EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぶ),陳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ただ),忠)「受領ハ倒ル所ニ土ヲツカメ」(『今昔物語集』)史料１３－２
　　☆国司は、多くの貴族にとって貴重で有利な役職　←摂関家による高位高官の独占

　　　　→狭き門　→成功の横行　→摂関家に富が集中
☆地方豪族・富農の抵抗

ａ．国司の暴政を中央に訴える                                             

    　　ex．｢尾張国郡司百姓等解文　　　　　　　　　　｣(988)  史料１３－１
…国司 藤原元命　　の苛烈な政治を訴え　→罷免 

    　ｂ．国司の傘下に入る→在庁官人となる

    　ｃ．荘園を開墾→開発領主→国司の収奪に対抗して中央貴族に寄進
    　ｄ．自衛・武装→武士→国司の兵力に対抗して(土着)貴族に結集
日本史授業プリント（38期）古代１８　武士の登場

武士の登場　武士( eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つわもの),兵))…職業的戦士身分　武芸に優れ軍事警察を担当する家柄

　　　　　　　　　　　　兵の家を形成：主人－家子　　－郎党　　－下人・所従
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一族　　　　家臣。家人・郎従とも

　背景　律令体制の崩壊→国家の軍事警察力の弱体化→武装が必要→各地で紛争

　　　　ex．税の運搬　　山賊・海賊　　国司　　地方豪族

土着　　した 軍事貴族などを 棟梁に、より大きな武士団を形成

　　　国司などで赴任し、任期終了後も帰京しない
  ex．桓武平氏　　　　( 高望王から)、清和源氏　　　　( 経基王から)

軍事警察機能を担当　　※国司や朝廷と対立することも。

    ・「侍」(さむらい)として上級貴族を警護

      ex．滝口　　の武士…９Ｃ末(宇多朝)～  　宮中(清涼殿)警護

    ・各地の内乱鎮圧や犯罪者逮捕    ex． eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうりょうし),押領使)(９Ｃ～)、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ついぶし),追捕使)(１０Ｃ～) 、追討使など

１０世紀の内乱   承平・天慶の乱　　　　[ 935～41]…朱雀朝  忠平が摂関

  (東)平将門　　　の乱[ 935～40] …一族の内紛(将門    国香)から
         →下総国  eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さしま),猿島)を本拠に反乱  国府を襲撃・関東全域を支配   新皇　　を自称

         → 平貞盛　　　(国香の子)・藤原秀郷　　　　 (押領使)が鎮圧

  (西)藤原純友　　　　の乱[ 939～41]

     　 　もと 伊予 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょう),掾)→土着→伊予国 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひぶりしま),日振島)を本拠  瀬戸内海の海賊を率いる

          国府・大宰府を襲撃  →源経基　　　　・小野好古(追捕使)が鎮圧

  　意義　中央の貴族が地方武士の実力を認識する契機となった
　  ※清和源氏、摂関家に接近  ex．源満仲(安和の変)  源頼光・頼信(道長に近仕)
１１世紀の内乱   

（１）平忠常　　　の乱[ 1028～31]…国衙襲撃など→源頼信　　　(甲斐守：追討使)が鎮圧

　  意義　源氏は東国へ進出、平氏は西国へ(伊勢平氏) 　　　※房総半島一帯の荒廃  

（２）東北での内乱  … eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ふしゅう),俘囚)(朝廷に服属した蝦夷)自立の動き＆勢力拡大を狙う源氏

　前九年の役　　　　　[ 1051～62]

　　　安倍　　氏が反乱…陸奥の俘囚の長　安倍頼時・貞任・宗任ほか　藤原EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つねきよ),経清)(頼時の娘婿)
　　　→源頼義　　・義家　　父子が、清原　　氏(清原武則ら)の協力で鎮圧、安倍氏滅亡

　　　　　　陸奥守兼鎮守府将軍　　　　　　出羽の俘囚の長　　　　　→清原氏が奥羽全域に勢力

　後三年の役　　　　　 [ 1083～87]

      清原氏の内紛→源義家(陸奥守)が介入し、藤原(清原)清　衡　が勝利する。

      　　　　　母は安倍氏、養父は清原武則、実父は藤原経清
  　  意義 ① 源氏(特に義家)の地位の上昇　※「同じき源氏と申せども八幡太郎は恐ろしや」（当時の歌）
　　　　　　　　義家は朝廷の許可なく戦闘(私闘扱い)→恩賞なし・陸奥守解任→私財で部下に恩賞

　　　　　　　　→義家への荘園寄進の集中→禁止　　…→白河院、院昇殿を許す(1098)
　　　　　 ② 奥州藤原氏　　　　　の繁栄  …清衡・基　衡・秀　衡の３代１００年

　　　　　　　　本拠 平泉　　、馬と 砂金で財をなす

　　　　　　　　寺院建立(中尊寺・毛越寺・無量光院)



日本史授業プリント（38期）古代１９　荘園の発達

　※ 初期荘園(８～９世紀）のその後

	直接経営(中央から荘官を派遣)  大規模経営  大寺院が中心

労働力は班田農民の賃租や浮浪人  国家(国司・郡司)の協力
	…律令国家の衰退で

　１０Ｃ初には荒廃


寄進地系荘園の成立　

  　在地の有力者(地方豪族・大名田堵ら)が土地を開墾…開発領主または 在地領主
  　→国司の干渉を防ぐために中央の貴族・寺社に寄進　…寄進地系荘園






　　ａ．１０世紀から見られるが、本格的に増え始めるのは１１世紀以降。

ex．肥後国 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(かのこぎのしょう),鹿子木荘)…１１Ｃ初成立　寄進文書が現存　  史料１５－１
　　　　　　　紀伊国 田荘桛田荘…１２Ｃに寄進　絵図が現存　境界( 牓示)など
　　ｂ．荘官の種類… eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(じょうす),上司)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ちゅうす),中司)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(あずかりどころ),預所)・下司　　・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(くもん),公文)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しょうじ),荘司)・地頭・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ざっしょう),雑掌)など

　　　　　　　　　　　　　　上級荘官　　　　　　　　　　下級荘官

　　　　　　　　　　※荘園領主側から派遣される荘官もおり、複数で職務を分担。

　　ｃ．領家・本家のうち、実質的な支配権を持つ方を本所　　という

    ｄ．各々の地位は｢ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しき),職)｣(ex．本家職、領家職、預所職、下司職)と呼ばれる利権で、

　　　　相続・売買される

　　ｅ．労働力　田堵　　…付近の公田の有力農民が一定期間、耕作と納税を請負う

        　      　※請負契約の長期化→領有意識→ 名主　　と呼ばれる [１１Ｃ～]

        　      　耕作する土地を 名　(名田)という

          　    　私有隷属民( 下人・所従)を使役、小農民(作人)に請作させる

  　ｂ．税負坦  ・年貢　　…米など　令制の租・出挙に該当                                        

・公事　　…布・野菜・特産物など　令制の調に該当                                              

・夫役　　…労役(土木工事など)　令制の庸・雑徭に該当  

寄進地系荘園の拡大   ※荘園は本来は 輸租＝課税
荘園領主や在地領主の動き

　①政府に免税特権＝不輸の権　　　を要求　←有力貴族・寺社の権威

　　②近隣の 公田の荘園化を画策　←共通の田堵

　　③さらに、検田使(国司が派遣する土地調査の役人)の立入拒否＝不入の権　　　を要求

　朝廷・国司の対応

①不輸に認定する荘園が増加

      ａ．官省符荘　　　  …太政官符・民部省符で認定　この手続きを 立券荘号という。

      ｂ．国免荘　　　…国司が免判を発行した荘園　国司の任期中

　　②荘園整理令を発して、不法な荘園や新規荘園を禁止　ex．延喜の荘園整理令[902] 　

　　　　→不徹底…政権担当者の藤原摂関家が最大級の荘園領主
　　③不入の例も次第に増加

　　　ただし、荘園の過剰な 増加は俸給の減少を招くため、荘園の増加は一定の範囲内
☆公田(公領)の変質

　・国司は、在庁官人（＝国司に服属する在地領主）の支配領域を 郷・保として再編成し、

　　郷司　　・保司　　に任命して把握　　さらに土地開発を促す( eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べつみょう),別名))

　・公田でも田堵→名主へ　税負坦も荘園と類似  ex．官物≒年貢

 →荘園と実態は同じ…荘園領主が国司の荘園と言える　→国衙領　　　と呼ぶ
          　　 　　 ＜貴族層＞   ＜武士層＞  　＜農民層＞

　　荘　園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　公領(国衙領)

作業　９０・９２・９７ページを見て、下の白地図に位置を記入せよ。

日本史授業プリント（38期）古代２０　国風文化と浄土教

☆９Ｃ末～１１Ｃの文化… 国風　　文化(藤原文化)

① 高度な貴族文化…優美・細やかな情緒

② 大陸文化の影響が弱まる →唐風から和風へ  ex．書・絵画・文芸

③ 国風文学の発達

  ａ．仮名　　文字の発達→日本語・日本的感覚を生き生きと表現    　真名(漢字) 

    　　  平仮名(草書・草仮名から 主に女子 女手)・片仮名(漢字の一部から 経典の訓読) 
　　　　　☆伊呂波歌や五十音図が生まれる　『 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わみょうるいじゅうしょう),和名類聚抄)』(源 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(したごう),順)著)などの辞書も成立                    

  ｂ．和歌の地位向上→勅撰和歌集の編纂、宮中での歌合(左右に分かれて競作)
        ※漢詩文も重要　ex．藤原 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きんとう),公任) 『和漢朗詠集』　藤原明衡『本朝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もんずい),文粋)』

菅原道真『菅家文草』(漢詩集)『類聚国史』(正史を分野別に整理)
  ｃ．女流文学の発達　☆宮廷の発達…子女を入内させた貴族が、天皇の歓心を得るために、

有能な女性を選抜し女房として近侍させた。
   　　　　　　　　　　　ex．清少納言→ 一条皇后藤原定子　　紫式部→ 一条中宮藤原彰子                  

④ 浄土教　　　の流行

文学と芸術  ※国風の流行  優美な貴族文化

  和歌  『古今　　和歌集』[908頃]…初の勅撰和歌集　紀貫之・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおしこうちのみつね),凡河内躬恒)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みぶのただみね),壬生忠岑)ら編纂

         →三代集(古今･後撰･拾遺)､八代集 (＋後拾遺･金葉･詞花･千載･新古今)､二十一代集など

  物語  伝奇物：『竹取　　物語』(最古のかな物語)・『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うつぼ),宇津保)物語』・『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おちくぼ),落窪)物語』

        歌物語：『伊勢　　物語』(在原業平をモデルに)・『大和物語』

     　 ☆『源氏物語』…１１Ｃ初  集大成・最高傑作  長編(54帖)  作者 紫式部　　　
　　　　→その後、『狭衣物語』『浜松中納言物語』『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よわ),夜半)の寝覚』『堤中納言物語』など

  日記  『土左　　日記』…作者 紀貫之、任地(903.土佐守)からの帰路の紀行文  自らを女性に仮託

        『蜻蛉　　日記』…作者 藤原道綱母　　　  初の女日記  夫(藤原兼家)との生活

        『和泉式部日記』・『紫式部日記』・『更級　　日記』(作者 菅原EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかすえのむすめ),孝標女))

  随筆  『枕草子』…作者 清少納言　　　　
  絵画  大和絵　　　…屏風・襖など　日本の風景・風俗(  　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(からえ),唐絵))   ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こせ),巨勢)金岡・百済河成ら

  工芸  蒔絵　　…漆器に金銀で模様を描く

     eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らでん),螺鈿)…夜行貝などの貝殻の真珠光の部分を使う

  書道  和様(優美流麗)：三蹟　　…小野道風　　　　(『秋萩帖』)、藤原佐理　　(『 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りらく),離洛)帖』)、

　　　　　　　　　　　　　　 　　藤原行成　　(『白氏詩巻』)　　大宰府へ赴任に際して
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せそんじりゅう),世尊寺流)の祖　日記『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごんき),権記)』

　音楽  舞楽(雅楽)、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうみょう),声明)(天台・真言)の和風化　　　　　　　　　

浄土教の流行

阿弥陀仏　　　　(如来)を信仰　→来世の 極楽往生　　　　を願う

※ 念仏が中心だが、造寺・造仏・写経なども重要→経済力のある貴族が中心

 独立した宗派ではない。

　背景　ａ．仏教の世俗化  ex．貴族の支持・加持祈祷の盛行・荘園の増加

ｂ．社会不安の増大  ex．地方政治の弱化、治安の乱れ、天災・疫病

      　ｃ．末法　　思想の流行  … 105　2年が初年

釈迦の没後、正法・像法を経て 末法(仏教が全く行われない)に至る

  主な僧侶

空也　　( eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いちのひじり),市聖))…10Ｃ半  京の市中で念仏を広める  六波羅蜜寺建立  架橋など社会事業も

    源信　　(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(え),恵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),心)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうず),僧都))…10Ｃ末  延暦寺で修行  『往生要集　　　　』[985]  史料１４－３
　往生伝　極楽往生の実例  ex． eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よししげのやすたね),慶滋保胤)『日本往生極楽記』、三善為康『拾遺往生伝』など

  美術  阿弥陀堂建築(御堂)  ※法成寺…道長建立(現存せず)
ex．日野EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうかいじ),法界寺)阿弥陀堂[1051]
              宇治 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びょうどういん),平等院)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうおうどう),鳳凰堂)　　　　　　[1053]…頼通が宇治の別荘を寺に

        彫刻  仏師 定朝　　の活躍  ex．平等院鳳凰堂阿弥陀如来像
                 　  　寄木造　　　の技法を完成…仏像を部分に分けて製造、大量需要に対応

              他に、法界寺阿弥陀如来像、平等院鳳凰堂雲中供養仏など

        絵画  来迎図　　　…往生する人を迎えに阿弥陀仏が来臨する場面を描く

                ex．高野山EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうじゅ),聖衆)来迎図  平等院鳳凰堂扉絵EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くほん),九品)来迎図

　※浄土教以外の仏教美術

　　○建築  醍醐寺五重塔[951]、石山寺本堂[1096]　　○彫刻　広隆寺十二神将像(一木造)

　　○美術　青蓮院不動明王像(青不動)

　 田荘
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平将門の乱(猿島)
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参考　実力社会の到来？…平将門の言葉（『将門記』）


今の世の人、必ず撃ち勝てるを以て君と為す。たとひ我が朝に非ずといえども、みな人の国に在り。去る延長年中の大赦契王のごときは、正月一日を以て渤海国を討ち取り、東丹国と改めて領掌するなり。　※東丹国＝契丹のこと























１０世紀の東アジア図





領家











荘官





荘園領主�(領家)





荘園領主�(本家)





寄進





寄進





干渉�(重税・収公など)





開墾地�(荘園)





圧力





摂関家・大寺社など





中央の貴族・寺社





戸主　物部広成　年七九歳


妻　家部春野売　年七六歳


妾　家部稲薗売　年六五歳


女　物部乙売　年五四歳


女　物部広成売　年四九歳


女　物部吉刀自売　年五〇歳


女　物部成刀自売　年四八歳


女　物部乙吉売　年五〇歳


女　物部乙古売　年三八歳


女　物部刀自売　年三八歳


女　物部乙刀自売　年三七歳


女　物部乙子売　年三七歳


孫　物部雄屎売　年三三歳


孫　物部全屎売　年二七歳


妹　物部花売　年七五歳


姉　物部玉依売　年八六歳


妹　物部吉売　年四六歳


物部五月売　年八四歳


物部花刀自売　年七五歳


家部蘇麿　年八三歳


妻　物部秋売　年七七歳


物部広吉　年五四歳


男　物部広麿　年一〇歳


弟　物部広継　年四七歳


弟　物部子益　年四一歳


女　葛木古刀自売　年七九歳


凡直玉門売　年九〇歳


妹　物部広直売　年五〇歳


妹　物部直刀自売　年五〇歳


妹　物部万売　年四八歳


妹　物部秋売　年三二歳





在地領主





国司
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平忠常の乱





藤原純友の乱(日振島)





鹿子木荘





道守荘








